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アプリックスのJBlend™ 、レノボ・モバイル製のOPhoneに搭載 

 
 

株式会社アプリックス（本社：東京都新宿区、代表取締役：郡山龍、以下「アプリックス」）は、Lenovo Mobile 

Communications Technology Ltd.の 3G OPhone 一号機である「MIRO O1（ミロ・オーワン）」に、高い市場評

価を誇るアプリックスの Java™ プラットフォーム「JBlend™ 」が搭載されたことを発表いたしました。詳

細につきましては、添付のプレスリリースをご参照下さい。 

 

なお、本件は来期の業績に寄与いたします。 

 

 

 

 

以 上 

 

ご注意：本リリースは、当社の事業内容等に関する情報の提供を目的としたものであり、当社株式の投資勧誘を目的とするものではありません。 

本資料の内容には、将来の業績に関する予測等の情報を掲載することがありますが、これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基づいて作成されております。 

よって、その実現を約束するものではなく、また今後予告なしに変更されることがあります。 
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アプリックスのJBlend™、レノボ・モバイル製
のOPhoneに搭載 

2009 年 11 月 19 日 

株式会社アプリックス（本社：東京都新宿区、代表取締役：郡山龍、以下「アプリックス」）は、

Lenovo Mobile Communications Technology Ltd.（以下「レノボ・モバイル」）の3G OPhone一

号機である「MIRO O1（ミロ・オーワン）」に、高い市場評価を誇るアプリックスの Java™プラットフォ

ーム「JBlend™」が搭載されたことをお知らせします。 

「MIRO」はレノボ・モバイルのモバイルインターネットをターゲットにした新ブランドの名前であり、

「O1」は MIRO 製品として初の China Mobile Communication Corporation（以下「China 
Mobile」）の TD-SCDMA ネットワーク向け 3G の OPhone です。OPhone とは、Open Handset 
Alliance の「Android™」として知られるオープンソースの OS をベースに、China Mobile によって

カスタマイズされたプラットフォーム OMS（Open Mobile System）を搭載した端末です。 

Lenovo MIRO O1 は JBlend が搭載された OPhone としては 2 機種目の商用端末です。この

端末に搭載された JBlend は China Mobile の Java 4.1 仕様に準拠しており、China Mobile の

ネットワークで人気のサービスをサポートしています。そのため、この端末では China Mobile のコ

ンテンツと Android 端末向けコンテンツの両方が実行可能になっています。アプリックスは 2008
年に、レノボ・モバイルが高品質の優れたサービスを提供する最優良企業だけに授与する、ベスト・

サプライヤー賞を受賞しました。アプリックスは引き続きレノボ・モバイルと提携して、2.5G、スマート

フォン、TD-SCDMA といった、中国やその他世界中の主要な通信事業者に出荷されている多様

な携帯電話プラットフォームに対応していきます。 

民生用電子機器に対してソフトウェアを供給するリーダーとして、アプリックスは民生用電子機器

向けの Android プラットフォームの商業化に取り組んできました。7 月に発売された、JBlend を搭

載した最初の OMS 端末に続き、携帯電話市場にさらに革新的な製品をもたらすため、アプリック

スは豊富な経験と専門技術を Android プラットフォームに提供し続けています。China Mobile の

Java 4.1 仕様に対応した OMS 端末をはじめとするオープン端末市場で、大勢のユーザーに支持

されるサービスを実現するためのプラットフォームとして、JBlend の存在価値は高まっています。

プラットフォーム間の差異を吸収する標準的なプラットフォームとして JBlend を採用することで、通

信事業者は、ビジネス戦略を支える、エコシステムおよび独自のサービスをより効果的に実現でき

ます。そして Android 端末に JBlend を搭載することで、通信事業者および端末メーカーは

Android を自分たちの既存のサービスに対応させることが容易にでき、コンテンツの開発者は

Android に特化した開発をしなくても既存の資産を活用してアプリケーションやサービスをリリース

することができます。 
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アプリックスはさまざまなプラットフォームに対応し、世界中の主要な通信事業者や端末メーカー

と緊密に連携してきました。アプリックスは、オープン端末市場にますます多くのリソースを投入し、

これからも世界各国の通信事業者、端末メーカー、そしてコンテンツサービスパートナーと、より良

い友好関係を築いて密接に協力していきます。 
 

■株式会社アプリックスについて 

世界中の人々に、より充実した毎日を楽しめるようなソフトウェアテクノロジーを提供する事がアプリック

スのミッションです。 
アプリックスは、民生用電子機器の組み込みソフトウェア開発の先駆者として、携帯電話や AV 機器な

どを飛躍的に進化させるソフトウェア技術を世界中の機器メーカーに提供してまいりました。アプリケーシ

ョン実行環境「JBlend」を始めとしたアプリックスのソフトウェアを搭載した携帯電話や AV 機器は、世界

各国の市場に既に 5 億台以上出荷されており、さらに毎年 1 億台以上のペースで増え続けています。 
アプリックスは、提供する最新のソフトウェアによって携帯端末メーカーが革新的な機器を生み出し、そ

の機器を使って移動体通信事業者が次世代のサービスを何億人ものユーザーに届けられるよう今後も取

組んでまいります。 
・ 1986 年設立／1996 年 Java のライセンス取得／2003 年東証マザーズ上場／2004 年台湾の

iaSolution と企業統合 
・ 本社：東京／拠点：横須賀、那覇、北京、上海、台北、ソウル、シリコンバレー、サンフランシスコ、ロンド

ン 

■このリリースに関するお問い合わせ先 

株式会社アプリックス 総務部総務課 
03-5286-8436 
お問い合わせフォーム http://www.aplix.co.jp/jp/inq
 
※Java および Java に関連する商標は、米国およびその他の国における米国 Sun Microsystems, Inc.の商標または登録商標です。 
※JBlend およびこれらに関連する商標は、日本およびその他の国における株式会社アプリックスの商標または登録商標です。 
※その他の社名、製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。 
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